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１０
月
２３
日

（土
）
午
後
５
時
５６

分
、
新
潟
県
中
越
地
方
を
震
源
地

と
す
る
地
震
が
起
き
、
川
口
町
で

は
震
度
７
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

の
地
震
で
、
全
村
民
が
避
難
し
た

山
古
志
村
を
は
じ
め
中
越
地
域

を
中
心
と
し
た
県
内
各
地
る
甚

大
な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
で
も
震
度
４
を
記
録

し
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
地

震
直
後
、
長
時
間
の
停
電
等
で
、

不
安
に
感
じ
た
方
も
多
く
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
地
震
の
影
響
で
、
谷
後
と

旭
原
の

一
部
で
亀
裂
が
見

つ
か

り

（写
真

上
）
、
上
越
新
幹
線
は
、

復
旧
の
日
途
が
た
た
な
い
状
況

で
、
越
後
湯
沢
駅
か
ら
長
岡
駅
間

は
、
運
転
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
当
分
の
間
、

越
後
湯
沢
駅
か
ら
長
岡
駅
間
で

バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送
を
行

っ

て
い
ま
す

（写
真

下
）
。

今
後
、
余
震
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　
　
　
，

自動車リサイクル法がスタートします 。・
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景
気
の
回
復
が
見
え
な
い
中
、

国
の
三
位

一
体
の
改
革
が
推
進

さ
れ
地
方

へ
の
補
助
金
削
減
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
い
た
る
所
で
合
併
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
合
併
し

な
い
市
町
村
も
生
き
残

・
り
を
賭

け
た
打
開
策
を
模
索
し
て
い
ま

す
。湯
沢
町
で
も
所
得
の
減
少
や

固
定
資
産
税
の
減
少
に
よ
り
町

税
収
入
が
大
き
く
減
少
す
る
中

に
あ

っ
て
国
の
補
助
金
が
整
理

さ
れ
る
な
ど
で
財
政
は
逼
迫
し

て
き
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
で
は
他
町
村
と
の
合

併
は
行
わ
ず
、
小
さ
く
と
も
独
自

で
特
色
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
急
速
に
悪
化
す

る
財
政
事
情
に
対
処
す
る
た
め

の
事
業
見
直
し
作
業
を
行

っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
健
全
財
政
を
保
ち
な
が

ら
町
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、

行
政
の
構
造
改
革
が
必
要
で
す

が
、
先
ず
は
事
業
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
現
在
の
湯

沢
町
の
財
政
状
況
を
説
明
す
る

と
共
に
、
今
後
の
事
業
の
見
直
し

方
針
を
示
し
な
が
ら
、
ヂ
」理
解
を

頂
き
た
い
と
考
え
、
下
記
の
日
程

で
町
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

【聞
い
合
わ
せ
】

総
務
課
庶
務
係

靴
７
８
４

●
３
４
５
１

(ィ

開催日 開催場所 対象地域 開催時間

11月 18日 (木 ) 湯沢町公民館浅貝分館 三国地区

午後 7時から9時頃まで

22日  (月 ) 三俣地区館 三俣地区

25 日  (木) 神立中央集会場 神立地区

26 日 (金 ) 農山村開発総合センター 土樽地区

29日  (月 ) 湯沢町公民館、 湯沢地区

農
業所
得
に係
る収
支
計
算
説
明
会
のお知
ら
せ

農
業
所
得
の
計
算
は
、
自
分
の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
い
て
計
算
す
る
収
支
計
算
が
原
則
で
す
。

ど
う
し
て
も
収
支
計
算
が
難
し
い
と
い
う
方
に
は
経
費
の
目
安

を
税
務
署
及
び
町
か
ら
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
一則
年
の
農
業
所

得
に
係
る
収
入
金
額
に
よ
り
段
階
的
に
収
支
計
算
に
移
行
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
平
成
１６
年
分
の
申
告
は
、
３
０
０
万
円
を
超
え
た
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
又
、
平
成
１８
年
分
以
降
は
、
す
べ
て
の
方
が

収
支
計
算
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
支
計
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
経
営
内
容
の
把
握
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
仮
に
赤
字
が
出
た
場
合
に
は
、
そ
の
赤
字
を
給

与
な
ど
他
の
所
得
か
ら
差
し
引
き
を
し
て
計
算
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
可
能
な
方
は
、
お
早
め
に
収
支
計
算
を
行
う
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
収
支
計
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【会
場

。
日
時
】

・
Ｊ
Ａ
し
お
ざ
わ
湯
沢
支
所

‐２
月
１
日

（水
）
、
午
前
１０
時
～
正
午

・
Ｊ
Ａ
し
お
ざ
わ
本
所

‐２
月
１
日

（水
）
、
午
後
２
時
～
４
時

‐２
月
２
日

（木
）
、
午
後
２
時
～
４
時

※
な
お
、
両
日
と
も
説
明
す
る
内
容
は
同
じ
で
す
。

【講
師
】

関
東
信
越
税
理
士
会
小
千
谷
支
部
所
属
税
理
士

小
千
谷
税
務
署
職
員

【問
い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門

靴
０
２
５
８

・
８３

・
２
０
９
３

税
務
課
住
民
税
係

ＴＥＬ

７

８

４

・

３

４

５

２
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甲露辮う保育回λ回児童幕案。
平
成
１７
年
度
の
保
育
園
入
園
児
童
を
募

集
し
ま
す
ド
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
緊
急
を
要
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は
年
度
途
中

で
の
入
園
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
１７
年
度
中

に
育
児
休
業
が
終
了
す
る
な
ど
、
ど
う
し
て

も
途
中
入
園
が
必
要
と
な
る
方
は
、
募
集
期

間
中
に
各
保
育
園
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
が
平
成

‐６
年
度
の
入
園
承
諾
を
受
け
て
い
る
場
合

で
も
、
各
保
育
園
か
ら
配
布
さ
れ
る
継
続
入

園
確
認
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・∩
〉

【募
集
期
間
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

１１
月
１６
日

（火
）
ま
で

【申
込
書
】

各
保
育
園
及
び
住
民
課
保
育
係

（阻
７
８

４

ｏ
３
０
０
１
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【受
付
場
所
】

各
保
育
園

【事
情
調
査
等
】

３
歳
未
満
児
及
び
新
入
児
に
つ
い
て
は
、

各
保
育
園
で
面
談
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
申
込
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
に
は
、
電
話
等
で
事
情
を
お
伺
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【入
園
決
定
】

平
成
η
年
２
月
中
旬
頃
に
通
知
し
ま
す
。

Ｏ
常
設
保
育
国
で
は
次
の
保
育
を
行
い
ま

す
。

・
延
長
保
育
八
年
前
８
時
～
午
密
６
時
）

。
乳
児
保
育

（生
後
１０
ヶ
月
～
、
中
央
保
育

国
で
は
生
後
６
ヶ
月
～
）
　
　
　
　
　
ヽ

※
平
成
１７
年
度
か
ら
認
可
保
育

国
で
の
土
曜
日
開
設
保
育
園

が
、
中
央
保
育
国
の
み
と
な

り
、
一
Ⅲ
保
育
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
１７
年
入
隊
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す

０
応
募
資
格

‐８
歳
以
上
肝
歳
未
満
の
男
子

０
受
付
期
間

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

‐２
月
３
日

（金
）
ま
で

０
試
験
日

‐２
月
４
日

（土
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

●
試
験
会
場

受
付
時
に
連
絡
し
ま
す
。

●
試
験
内
容

筆
記
試
験

（国
語
、
数
学
、
社
会
、
作
文
）
、
□
述
試
験
、
適
正
試
験
、

身
体
検
査

※
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
間
い
合
わ
せ

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

租
０
２
５
８

・
３３

・
０
２
５
６

r)浄化槽の法定検査について
浄化槽の使用者は、浄化槽法第 11条に基づき毎

年、定期検査を受けなければなりません。また県で

は、法定検査実施計画を定め、定期検査の完全実施

を進めるとともに、一般家庭などの小型の浄化糟

にあっては、新潟県浄化槽法流水検査指導要綱に

より、放流水の検査を受けることとしています。

浄化槽を適正に使用する上で、必要不可欠な検

査ですので、まだ検査を受けていない方は、至急検

査の申し込みを行ってください。

●問い合わせ

六日町保健所 環境センター環境課
TEと 772-8154

(財)新潟県環境分析センター分析 2課
…TEL 025-284-6502

・
保育園名 所在地 定員 電話番号

認可

神立保育園 平沢 60人 784-3616

土樽保育園 萩原 120人 787‐-3257

中央保育園 石白 120人 784-2071

湯沢保育園 集 町 60人 784-… 2502

へき地 浅貝保育園 浅貝 30人 789--2110
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湯沢産

新そばフェア
体験工房「大源太」では新そばフエアを開催します。この機会に皆

さんでおいでください。
そば打ち体験を希望の方は、予約ガ必要となります。

【期 日】 11月 21日 (日 )
【時 間】年前 10時～・年前 lT時～ (2回 )
【内 容】 そば打ち体験 (約 4人分)・…3,000円 (通常 3,600円 )
【定 員】年前 10時～…10組 (1組 。2人～ 4人 )

年前 11時～…10組 (1組・2人～ 4人 )
※定員になり次第締め切り敲す。

【その他】 。そば・笹団子 。米粉バンガ食べられます。 (有料) メ
(年後 12時 30分～ 2時頃、数に限りがあり終了時間ガ早まる場合があります。)
。当日は、広報ゆざわ (11月 14日発行)を持参して二ください。

【予約・問い合わせ】

体験工房「大源太」 T[[787-1421
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だ

与
所
得
者

の
お
与
等
に
つ
い

て
は
、
毎
月

の
絵
料
や
賞
与
な
ど

か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
棋
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

盗
月
源
泉
微
快
さ
れ
た
税
額
の
合

計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に

対
す
る
年
税
額
と
は
、
蜂
ず
し
も

一
枚
し
ま
せ
ん
。
一ヽ
の
た
め
、
そ
の

・

年
の
最
後
の
給
料
や
賞
与
な
ど
が

´
支
払
わ
れ
る
時
に
、
所
得
税
の
過

不
足
額
の
精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
「年
末
調
整
」
と
い
い
ま
す
。

年
末
調
整
は
、
大
部
分
の
絵
与

所
得
者
に
と
っ
て
、
そ
の
年
の
税

を
精
算
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す

か
ら
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
該

当
す
る
申
告
書
を
忘
れ
ず
に
職
場

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
今
年
、
結
婚
や
出
産
、
扶
養
親
族

等
で
あ

っ
た
人
の
就
職
な
ど
に

よ
り
、
扶
奏
親
族
等
に
異
動
が

あ

っ
た
場
合
に
は
、
職
場
に
提

出
済
の

「給
与
所
得
者
の
扶
養

控
除
等

（異
動
）
申
告
書
」
に
異

勤
事
項
を
追
加
記
入
し
て
く
だ

共
ヽ
い
。

②
生
命
保
険
料
、
住
宅
や
家
財
を

保
険

の
目
的
と
し
た
損
害
保
険

料
等
を
支
お

っ
た
場
合
や
所
得

者
本
人
が
直
接
国
民
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
等
を
支
払

っ
た

場
合
、
又
は
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
所
得
者
の
合
計
所
得
金

‐
額
が
―
，
０
０
０
万
円
凱
下
で

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が

一

定
額
以
下
の
場
合
に
は

「給
与

所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告
書

兼
給
与
所
得
者
の
配
偶
若
特
別

控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

，　
だ
さ
い
。
な
お
、
配
偶
者
が
避
除

対
象
配
偶
者
に
該
当
す
る
場
合

に
蓮
用
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
特

別
控
除

（配
偶
者
控
除
に
上
乗

せ
し
て
適
用
さ
れ
る
部
分
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
１６
年
分
以
降

適
用
が
な

い
こ
と
と
さ
れ
ま

し

た

。

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
、

最
初

の
年
分
に

つ
い
て
確
定

申
告
に
よ
り
受
け
た
方
で
、
へ２

年
目
以
降
、
年
末
調
整
で
こ
の

控
除
を
受
け
る
場
合
は
に
は

「給
与
所
得
者

の
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
申
告
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
提
出

す
る
際
に
は

「住
宅
取
得
資
金

に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
》

大
部
分
の
絡
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
納
税
が

完
了
し
ま
す
が
、
そ
の
年
の
給
与

等
の
収
入
金
額
が
２
，
０
０
０
万

円
を
超
え
．る
場
合
、
綸
与
所
得
及

び
遅
職
所
得
以
外
の
所
得
が
、
２

０
万
円
を
超
え
る
場
合
及
び
２
ヶ

所
以
上
か
ら
絡
与
等
の
支
払
い
を

覧
け
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【聞

い
合
わ
せ
】

小
十
谷
税
務
署

砒
０
２
５
８

●
８３
●

２

０

９

０

お
詫
び
と
訂
エ

１０
月
３十
日
発
行

の
広
報
４
頁

の
中
で
、
平
成
１５
年
度
決
算
報
告

の

「起
債
制
限
比
率
」
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
、
お

詫
び
し
て
訂
工
さ
せ
て

い
た
だ

き
ま
す
。

４

．

―

％

前
年
比
（△
０
，
４
ポ
イ
ン
ト
）
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一

か
ら
好
評
を
戴
き
、
多

く
の
来
場
者
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
６５

年
に
は
全
国
的
に
希
少

な
高
山
植
物
園

「
ア
ル

プ
の
里
」
を
開
設
し
、
当

初
３
万
５
千
人
ほ
ど
で

あ

つ
た
観
光
客
が
今
で

は
２６
万
人
の
方
か
ら
訪

れ
て
い
た
だ
け
る
、
夏

観
光
の
拠
点
と
し
て
大

き
く
成
長
し
、
平
成
３

年
に
は
３７
人
乗
リ
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー

平
成
１５
年
度
観
光
事
業
会
計
で

は
、
一
般
会
計
よ
り
当
初
予
定
し

て
い
た
償
還
金
約
１
億
８
，
０
０

０
万
円
の
ほ
か
に
、
８
，
０
０
０
万

円
と
い
う
多
額
の
支
援
を
受
け
て
、

な
お
９
０
０
万
円
余
の
赤
字
を
計

上
す
る
と
い
う
異
常
事
態
と
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
財
政
状
況
も
大
変

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
「観
光
事
業
」

へ
の
支
援
に
も
限
度
が
あ
り
、
健

全
経
営

へ
の
転
換
を
図

っ
て
行
く

こ
と
が
急
務
で
、
そ
の
た
め
に
は

不
採
算
部
門
の
整
理
縮
小
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
ス

キ
ー
場
リ
フ
ト
の
選
抜
運
行
、
ナ

イ
タ
ー
運
転
は
休
前
日
の
み
営
業
、

な
ど
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
長
引
く
不
況

と
あ

い
ま

っ
て
、
少
子
化
と
レ

ジ

ャ
ー
の
多
様
化
に
伴

い
、
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
減
少
は
当
分
止
ま
る

こ
と
は
考
え
に
く
く
、
ス
キ
ー
場

継
続
へ
の
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
手
段
と
し
て
、
何
卒
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
団
体
予
約
さ
れ
て
い

る
方
の
利
用
や
、
ジ

ュ
ニ
ア
育
成

活
動
に
伴
い
ま
す
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
で
き
る
限
り
要
望
に
お

答
え
し
て
ま
い
る
所
存
で
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
、
ぜ
ひ
声
を
お

か
け
く
だ
さ
る
よ
う
合
わ
せ
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
最
大
３７
名
の

職
員
を
１９
名
に
減
ら
す
な
ど
の
努

力
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
引
き
続
き
人
件
費
や
必

要
経
費
の
節
減
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
お
り
ま
す
。
整

理
縮
小
は
観
光
の
拠
点
で
あ
り
ま

す
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
存
続
の
た
め
に

必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
に

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

「利
用
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施

設
・魅
力
あ
る
ア
ル
プ
の
里
作
り
」

を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
を
は

じ
め
、
町
営
ス
キ
ー
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
「湯

沢
高
原
」
を
お
客
様

へ
宣
伝
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「観
光
事
業

（ロ
ー
プ
ウ
ェＩ
Ｘ

の

健
全
化
に
向
け
て

朝
夕
ひ
と
き
わ
冷
え
込
む
日
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
お

元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
、
「観
光
事
業
会

計
」
、
湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事

業
所
の
健
全
経
営
に
向
け
て
、
町

民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
、
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
た
く
起
稿

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
３４
年
、
暖
冬
少
雪
対
策
と

し
て
湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
の
開
設

に
伴
い
、
高
原
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
建
設
さ
れ
た
湯
沢
温
泉

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
は
、
一局
所
ス
キ
ー

場
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

シ
ー
ズ
ン
も
長
く
、
雪
質
の
良
好

な
ス
キ
ー
場
と
し
て
ス
キ
ー
ヤ
ー

0

か
ら
１
６
６
人
乗

り
の
世
界

一

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー

ヘ
と
変
貌
し
、
湯

沢
温
泉
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
右
肩
上
が

り
で
増
え
続
け
て
い
た
ス
キ
ー
人

口
は
、
バ
ブ
ル
景
気
を
境
に
、
減
少

へ
と
転

じ
、
平
成

１５
年

度
冬

季

シ
ー
ズ
ン
ー６
万
８
千
人
か
ら
８
万

４
千
人
と
５０
％
に
激
減
し
、
１
年

を
通
し
た
観
光
客
数
も
最
盛
期
の

７６
％
に
と
ど
ま
る
状
況
と
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
　

・ え

ホ

町長コラム

0

ホ

10月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

水第 7号 堰場松川線送水管他布設替工事 24, 000, 000 littl鋼 水施設整備

温第 5号 主水地区路面本復旧工事 8, 400, 000 みらい建設工業ll朱l新潟営業所

.建第 14号 谷後線舗装新設工事 3, 255, 000 関越舗道ll朱l

建第 13号 原新田団地内道路改良他工事 6, 405, 000 lttl小澤建設

(5)



灯
油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

！

次
の
点
に
注
意
し
て
、
今
冬
は
灯
油
漏
れ
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
灯
油
を
注
い
で
い
る
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

◆
防
油
堤
の
水
抜
き
バ
ル
ブ
は
、
常
時
閉
じ
て
お
く
。

◆
防
油
提
に
雨
水
等
が
た
ま

っ
た
ら
、
水
抜
き
を
行
う
。

◎
灯
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
す
と
…

。
危
険
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
　

　

　

′

・
補
償
費
、
油
処
理
費
用
代
な
ど
を
要
し
ま
す
。

※
新
潟
県
中
越
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
危
険
物
施
設
の
配
管
の
損
傷
に
よ
る
灯

油
漏
れ
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
転
倒
事
故
等
ガ
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
急

に
タ
ン
ク
の
転
倒
防
止
及
び
配
管
の
損
傷
等
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
Ｆ
Ｆ
暖
一房
機
の
屋
内
配
管
の

一
部
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
劣
化
に
よ
り
亀
裂
ガ

入
り
、
大
量
の
灯
油
漏
れ
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
暖
房
機
を
使
う
前
ノ

に
安
全
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈事
故
発
生
時
連
絡
先
〉

・
魚
沼
消
防
本
部
　
阻
７
８
２

●
９
１
１
９

・
六
日
町
地
域
振
興
局

六
日
町
保
健
所
　
阻
７
７
２

●
２
４
５
７

地
域
整
備
部
　
　
凱
７
７
２

●
２
６
６
２

ります。
「 早 め の ラ イ ト 」

度
純
速

ら

全

た安
廟

■湯沢町の交通事故発生状況■

日没の早まる時期になり、歩行者

の発見遅れ、飲酒、暴走、疲労などの

原因による事故が多発する傾向にあ

に心がけ、安全運転を実践し敲しよ

つ 。

本年 昨年 増減

発 生 件 数 42イ牛 49イ牛 -7件

死 亡 者 数 0人 2人 -2人

負 傷 者 数 70人 80人 -10人

(1月 1日 ～ 10月 31日 )

「 飲 酒 運 転 禁 止 」

ト

平
成
１７
年
１
月
１
日
か
ら

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

○
平
成
１７
年
１
月
１
日
以
降
、
自
動
車

を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
所
有
者
は
次

の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
う

。
県
に
登
録
し
た
引
き
取
り
業
者

へ
引

き
渡
す

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
新
車
は
購
入

時
、
現
在
お
持
ち
の
車
は
次
回
車
検

時
ま
で
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

○
車
検
を
受
け
ず
廃
車
す
る
場
合
は
、

廃
車
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｏ
倉
庫
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
走
行
で

き
な
い
自
動
車
で
あ

？
て
も
、
平
成

‐７
年
１
月
１
日
以
降
に
廃
棄
す
る
場

合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
支
払
い
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
詳
細
は
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
コ
レ
ク
ト

セ
ン
タ
ー

（阻
０３
・
５
６
７
３
ｏ
７
３

９
６
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
成
１６
年
７
月
１
日
か
ら
、
県
の
許
可
を
受
け
た
解
体
業
者
で
な

け
れ
ば
使
用
済
み
自
動
車
の
部
品
取
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
六
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境

部
環
境
セ
ン
タ
ー
環
境
課
ぎ
で
お
願
い
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
保
健
所
　
環
境
セ
ン
タ
ー
環
境
課

凱
７
７
２

●
８
１
５
４

卜′/

広報ゆざわ H16 11.14  (6)

持

＼、
一

|IIIIIII11,II,|||||「 ,IIIIIIII,IIIII11lI,III1111,I(1111l11lIIIIII〕 11(111111Ⅲ lI〕 I111J!1111!|||

1 1 は 不 ンペーンキ で

11月 23日 (火)勤労感謝の日は、「都道府県労働局 全国一斉無料相談ダイヤル」
～労働時間管理の適正化と賃金不払残業解消に係る相談に応じます。～

面 0120-897■ 933 ooo～ 1盈00)
詳しくは、新潟労働局労働基準部監督課(TEL 025-234-5922)まで



串報つペン

剪人
権
意
識
の
普
及
、
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
県
の

人
権
啓
発
活
動
の

一
つ
に
、
「人

権
啓
発
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
が
あ
り

ま
す
。
各
学
校
が
メ

ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
た

「
ハ
ー
ト
の
か
け
ら
」

を
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
回
収
し
て

一
つ
の
大
き
な
ハ
ー
ト
に
甦
ら

せ
る
と
い
う
企
画
で
す
。

１０
月
６
日

（水
）
、
土
・博
小
学

校

の
児
童

た
ち
は
、
こ
の
キ

ャ

ラ
バ
ン
隊
を
迎
え
ま
し
た
。
内

容
は

「人
権

ハ
ー
ト
」
の
回
収
、
′

「人
権

の
樹
」
の
受
け
渡
し
な
ど

で
す
。
児
童

た
ち
に
と

っ
て
、
人
権

に

つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。どんな気持ちで人権ハートにメッセージを

書いたかなど、発表する児童たち

１

日

２

日

３

日

８

日

９

日

１０

日

１１

日

‐２

日

‐３

日

・４

日

‐５

日

‐６

日

‐８

日

‐９

日

２０

日

２‐

日

２２

日

２５

日

２６

日

２７

日

２８

日

２９

日

tで
提
曰
鶴

１０

月

朝
礼
／
津
山
商
店
創
立
２０
周
年
記
念
式
典
／
湯
沢
町
高
齢
者
交
通
事

故
防
止
大
会

，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

鋼
持
越
峰
、
傘
寿
展

土
木
三
団
体
視
察
研
修

（７
日
ま
で
）

広
域
議
会
総
務
委
員
会
／
森
林
組
合
合
併
協
議
会
／
郡
議
員
協
議
会

臨
時
総
会

教
育
委
員
任
命
式
／
新
サ
ー
ビ
ス
部
会
あ
い
さ
つ
運
動

町
長
杯
町
民
野
球
大
会
／
新
サ
ー
ビ
ス
部
会
あ
い
さ
つ
運
動
／
中
里

秋
ま
つ
り

大
和
町
閉
町
式
／
福
祉
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー

三
俣
地
域
振
興
対
策
要
望

（新
潟
県
知
事
ほ
か
）

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
／
北
越
急
行

（株
）
取
締

役
会
／
神
立
ス
キ
ー
場
調
印
式

船
沢
橋
架
け
替
え
計
画
会
議
／
土
樽
農
村
公
園
植
樹
祭
／
県
民
福
祉

大
会
役
員
会
／
湯
沢
町
観
光
立
町
推
進
委
員
会

県
民
福
祉
大
会
／
湯
沢
砂
防
事
務
所
管
内
砂
防
振
興
協
議
会
要
望

湯
沢
町
少
年
野
球
新
人
戦

県
町
村
会
理
事
会
ほ
か
／
北
陸
信
越
索
道
協
会
上
越
地
区
部
会
定
期

総
会
三
俣
地
域
振
対
策
会
議
／
温
泉
管
理
事
業
民
営
化
協
議
／
日
本
高
齢

者
協
会
理
事
長
来
庁
／
国
体
開
催
会
場
地
等
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

行
財
政
改
革
会
議
／
南
部
森
林
組
合
理
事
会
／
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
新

潟

。
苗
場
大
会
設
立
総
会
／
郡
町
村
会
　
　
　
．

湯
沢
町
高
齢
者
福
祉
大
会
／

「雪
国
館
」
検
討
会
議

課
長
会
議

課
長
会
議
／
職
員
採
用
面
接
試
験

南
魚
職
業
安
定
協
議
会
長
来
庁
／
十
日
町
市
災
害
支
援
申
し
入
れ
／

連
合
長
会
議
／
湯
沢
町
ス
キ
ー
場
振
興
協
議
会
理
事
会

課
長
会
議
／
災
害
現
場
視
察

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
来
庁

職
員
採
用
面
接
試
験
／
ガ
ー
ラ
取
締
役
会
／
森
林
組
合
合
併
予
備
調

印
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

(7)

キ
ヽ
と
だ
ヽ
分
を

き

ｔ

≡

ロ

や
お
も

」
盈
オ
と

♭

人権擁装泰員に申容員秀〕]子 さん
中谷員利子さん (古野二)が、平成 16年 10月 1日付けで法務大臣から引き続き人権擁護委員に委
嘱されました。

人権擁護委員は、人権の侵害がないか見守り、もし、侵害があった場合には、その相談相手になり、

適切な処置を講ずることによって救済を図ります。・また、人権思想の普及、高揚にも努めています。

なお、相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談 ください。



新
潟
県
中
越
地
震
の
た
め

延
期
に
な

っ
て
い
た
合
同
検

診
を
左
記
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
今
年
度
最
後
の
検
診

と
な
り
ま
す
の
で
、
受
け
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
１１
月
２２
日

（月
）

０
受
付
時
間

午
前
８
時
～
１０
時

０
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

阻
７
８
４

・
３
１
４
９

厚

生

労

傷

省

所

管

の

コ

ン

ピ

ユ
ー
ダ
ー
カ
レ
ツ
ジ
　
信
濃
川

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
平
成

‐７
年
度
に
入
学
す
る
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【募
集
定
員
】

・
普
通
課
程
‥
５０
人

（２
年
）

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス

・
短
期
課
程
…
２０
人

（十
年
）

ｏ
Ａ
ビ
ゼ

不
ス
コ
ー
ス

Ｏ
Ａ
釈
書

コ
ー
ス

【
聞

い
合
わ
せ
】

コ
ン
ピ

ュ
ー
ダ
ー
カ
レ

ツ
ジ

信
濃
川
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

ＴＥＬ

Ｏ

１

２

０

●

４

０

５

０

７

０

平
成
１７
年

・
１８
年
度
に
お

い
て
（

新
潟
県
が
行
う
建
設
工
事

の
入
札

お
よ
び
随
意
契
約
の
協
議

に
参
加

し
よ
う
と
す
る
方
は
、
期
間
内

に

資
格
審
査
申
請
言
を
提
出
し
て
く

かに
ヽ
ヽ
い
。

【受
付
期
間
】

平
成
１７
年
十
月
３十
日
ま
で

【
提
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
庶
務
課
建
設
業
係

砒
７
７
２

●
３
９
４
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町
で
は
、

厳
し
い
雇
用
状
況
の
中
、
障
害
を

お
持
ち
の
方
が
多
く
就
職
に
結
び

つ
く
機
会
と
し
て
、
障
害
者
雇
用

促
進
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、

ヽ
‐
．

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

Ｈ
月
１８
日

（木
）　
　
　
　
イ

午
後
―
時
１５
分
～
４
時
頃

【会
場
】

小
出
郷
福
社
セ
ン
ダ
ー

【内
容
】

・
障
害
者
一療
用
拡
大
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー

（企
業
対
象
）

。
障
害
者
と
企
業
と
の
出
会

い
の

場

《
口
同
面
接
会
）

【
主
催
】

ハ
占
―
ワ
ー
ク
六
日
町

・
小
十

・

谷

・
小
出

イ
【聞

い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
，ワ
ー
ク
六
日
町

ＴＥＬ

７

７

２

●

３

１

５

７

身
体

の
疲
れ
、
コ
リ
、
腰
が
童

い
、

一肩
が
痛
く
て
上
が
り
づ
ら

い
方
等

参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
期
日
】

Ｈ
月
１７
日

（水
）
、
２４
日

（水
）

【
時
間
】

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【場
所
】

総
合
福
社
セ
ン
タ
ー

【参
加
料
】

無
料

※
都
合
に
よ
り
予
定
変
更
も
あ
り

，
ま
す
の
で
、
前

日
に
聞

い
合
せ

く
だ
さ

い
。

※
‐２
月
か
ら
４
月
ま
で
は
高
齢
者

整
体
は
お
体
み
し
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

沢
町
社
会
福
社
協
議
会

７

３

４

●

４

１

１

１

湯
え
共
同
浴
場

「凸
の
湯
」
、
三

俣
共
同
浴
場

「街
道

の
湯
」
は
、
日

月
２３
日
（火
）
は
定
休
．日
に
あ
た
り

ま
す
が
、
営
業
し
ま
す
。

な
お
、
振
替
休
日
は
、
日
月
２４
日

（水
）
と
な
り
ま
す
。
ず
了ヽ
承
く
だ
さ

,

I    TEL湯
占
誕
生
占
め
て
こ
う
こ
さ
い
書
す

１０
月

１２
日

　

岩
村

　

冠
隠

さ

ん
　
　
（幅
下
、
正
明

。
優
子
さ
ん
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
佛
。

【聞

い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

ＴＥＬ

７

８

４

●

１

５

１

１

川
月
１８
日

（木
）
は
、
断
湯
の
た

め
、
コ
マ
ク
サ
の
湯
は
お
休
み
し

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

３

２

６
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信
濃
川
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

入
学
願
書
受
付
中

新
潟
県
建
設
工
事
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
受
付

障
害
者
雇
用
促
進
会

介 護 保 険 料 (第 3期 )
国 民 健 康 保 険 税 (第 5期 )

納期限は、11月 30日 のです。
□座振答納付の方は、11月 29日ΘにSき落と
しさせていただき敲す。
※納付は、便利な「□座振替制度」もありますc
ぜひ、ご利用ください         、

「
月
の

高
齢
者
整
体
の
お
知
ら
せ

１１
月
２３
日
は
営
業
し
ま
す

「山
の
湯
」
「街
道
の
湯
」

コ
マ
ク
サ
の
湯

お
休
み
の
お
知
ら
せ


